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　「
あ
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」。
例
年
は
、
こ

の
言
葉
が
飛
び
交
う

1
月
の
鎌
倉
で
す

が
、
今
年
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。
▼
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
に
帰
省
を
避
け
た
り
、
初

詣
も
分
散
参
拝
を
求
め
ら
れ

た
り
す
る
な
ど
、
例
年
と
は

少
し
状
況
が
異
な
る
年
明
け

に
な
り
ま
し
た
▼
「
年
末
年

始
の
帰
省
が
年
に
一
回
の
近

況
報
告
を
す
る
時
間
」
と
い

う
人
た
ち
も
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
と
思
い
ま
す
▼
「
オ
ン
ラ

イ
ン
帰
省
」
な
ど
と
も
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
が
、
年
始
の

ご
挨
拶
と
し
て
改
め
て
「
年

賀
状
」
が
見
直
さ
れ
て
い
ま

す
。
▼
テ
レ
ビ
電
話
で
元
気

な
姿
を
確
認
で
き
る
の
も
嬉

し
い
で
す
が
、
限
ら
れ
た
文

字
数
だ
か
ら
こ
そ
、
何
を
伝

え
た
い
か
を
熟
考
さ
れ
た
年

賀
状
は
捨
て
ら
れ
ず
に
保
管

さ
れ
る
こ
と
が
多
い
よ
う
に

感
じ
ま
す
。
　
　
　
　 （
Ｎ
）

　
▼
鎌
倉
え
び
す
１
～
３
日

本
覚
寺
。
10
日
本
え
び
す
。

　
▼
船
お
ろ
し
２
日
坂
ノ

下
・
材
木
座
海
岸
。
神
事
の

み
。

　
▼
手
斧
始
式
４
日
13
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。造
営
事
始
め
。

関
係
者
参
拝
の
み
。

　
▼
除
魔
神
事
５
日
10
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。
神
事
、
大
的

式
を
関
係
者
の
み
で
催
行
。

　
▼
大
注
連
祭
８
日
11
時

半
、
白
山
神
社(

今
泉)

。

　
▼
汐
ま
つ
り
・
潮
神
楽
11

日
坂
ノ
下
・
材
木
座
海
岸
。

組
合
員
の
み
。

　
▼
左
義
長
神
事
15
日
７

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

　
▼
初
天
神
（
筆
供
養
）
25

日
10
時
半
、
荏
柄
天
神
社
。

　
▼
初
不
動
28
日
13
時
、
明

王
院
。 

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の
た
め
、
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

状
況
は
各
寺
社
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

1月

永
寿
嘉
福

二
〇
二
一
年　

元
旦

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
明
け
暮
れ
た
二
〇
二
〇
年
が
終

わ
っ
て
、
新
年
を
迎
え
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
感
染
症
の
流

行
は
依
然
と
し
て
去
ら
ず
、
い
っ
そ
う
の
人
々
の
克
服
努
力

が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
自
然
・
病
気
災
害
は
、

百
年
に
一
度
ぐ
ら
い
ず
つ
日
本
、
お
よ
び
世
界
を
襲
い
、
そ

の
克
服
の
努
力
が
今
日
の
我
々
の
生
存
の
基
礎
と
な
っ
て
い

る
。
新
し
い
年
は
こ
の
流
行
病
が
次
第
に
終
息
し
て
、
人
々

が
生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
よ
う
な
年
に
な
っ
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
る
。

 

　
昨
年
は
、旧
暦
で
言
う
と
庚
子（
か
の
え
ね
）の
年
で
あ
っ

た
が
、今
年
は
辛
丑（
か
の
と
う
し
）の
年
で
あ
る
。
丑（
牛
）

の
ご
と
く
ゆ
っ
く
り
と
着
実
に
歩
み
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

私
自
身
は
一
九
三
二
年
（
昭
和
七
）
五
月
五
日
の
生
ま
れ
な

の
で
、
本
年
は
八
十
九
歳
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
相
か

わ
ら
ず
元
気
に
活
動
で
き
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
。
そ
の
た

め
に
は
、適
度
の
運
動（
体
操
や
歩
行
な
ど
）が
必
要
で
あ
る
。

　
さ
い
わ
い
に
妻
も
私
以
上
に
元
気
な
の
で
、
嬉
し
く
頼
も

し
く
思
う
。
上
州
の
「
か
か
あ
天
下
」
の
出
自
な
の
で
、
す

る
ど
い
叱
責
を
浴
び
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、多
少
の「
こ

ご
と
」
は
我
慢
し
た
い
と
思
う
。
私
の
作
っ
た
「
カ
ミ
サ
ン

冗
句
」
に
、「
妻
の
留
守
　
静
か
な
静
か
な
里
の
秋
」、「
カ

ミ
サ
ン
が
　
ガ
ミ
サ
ン
に
な
る
歳
の
暮
」
な
ど
と
い
う
「
迷

句
」
で
や
り
返
し
て
い
る
。

 

　
研
究
の
分
野
で
は
、
昨
年
は
、『
中
世
鎌
倉
盛
衰
草
紙
―

東
国
首
都
鎌
倉
の
成
立
と
展
開
』（
歴
史
探
訪
社
）
を
刊
行

し
て
「
わ
か
り
や
す
い
歴
史
書
」
と
い
う
こ
と
で
多
分
の
好

評
を
得
た
が
、
今
年
は
こ
れ
と
は
異
な
る
テ
ー
マ
で
、
た
と

え
ば
人
物
史
『
鎌
倉
の
人
と
歴
史
』
を
ま
と
め
た
い
と
思
っ

て
い
る
。
ま
た
、
日
本
お
よ
び
、
世
界
の
自
然
災
害
史
研
究

を
も
執
筆
し
た
い
。
故
郷
の
群
馬
県
伊
勢
崎
市
か
ら
昨
年
は

功
労
賞
を
も
ら
っ
た
の
で
、群
馬
県
や
伊
勢
崎
市
の
中
世
史
、

『
赤
城
南
麓
の
中
世
史
』
も
予
定
し
て
い
る
が
、
す
べ
て
実

現
す
る
か
ど
う
か
多
少
の
不
安
も
あ
る
。

　
健
康
で
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
皆
さ
ん
の
ご
健
勝

を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
御
指
導
・
御
鞭
撻
を
お
願
い
す

る
次
第
で
あ
る
。

◆
新
年
の
紙
面
　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

新
春
を
寿
ぎ
、
鎌
倉
の
各
界
代
表
の
年
始
ご
挨
拶
を
３
、４
、５
面
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。

今
年
も
身
近
で
役
立
つ
情
報
を
満
載
し
た
紙
面
づ
く
り
に
誠
心
誠
意
励
み
ま
す
。

ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
連
載
は
２
月
号
か
ら
再
開
し
ま
す
。

新
春
を
迎
え
て

水
彩
（
４
１
０
×
３
１
８
㍉
）

絵
・
矢
野
元
晴

い
ざ
鎌
倉
！ 

志
新
た
に

水
彩
画
家

１
９
８
８
年
、
鎌
倉
生
ま
れ
。

鎌
倉
水
彩
画
塾
塾
長
。h

ttp
s
://y

a
n
o
a
rt.n

et

画
集
『
水
彩
印
象
画　

平
成
鎌
倉
の
記
憶
』(

歴
史
探
訪
社)

な
ど
。

峰
岸　

純
夫

　
峰み
ね
ぎ
し
す
み
お

岸
純
夫
さ
ん
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
　
１
９
３
２
年(

昭
和

７)

、
群
馬
県
伊
勢
崎
市
生
ま
れ
。
歴
史
学
者
、
専
門
は
日

本
中
世
史
。
東
京
都
立
大
学
名
誉
教
授
。
著
書
に
『
中
世
の

東
国
』（
東
京
大
学
出
版
会
）、『
中
世
災
害
・
戦
乱
の
社
会
史
』

『
足
利
尊
氏
と
直
義
』（
い
ず
れ
も
吉
川
弘
文
館
）、『
享
徳
の

乱
』（
講
談
社
）
な
ど
。

二
〇
二
一
年　

元
旦


